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「活動機会の保障とそのための負担との組合せ」を「住民が選択する」という観点に立ち構築された公

共交通計画策定支援モデルには，潜在能力フロンティアを描くプロセスが明確でない，また，複数住民の

潜在能力に基づき代替案を選ぶための社会的評価関数が具体的に示されていない，といった課題が残され

ている．そこで，本研究では，共同消費財の生産量と住民の費用負担の組み合わせを政策と考え，政策下

で得られる複数住民の潜在能力フロンティアをシステマティックに導出するとともに，複数住民の潜在能

力を評価するために社会的関係関数と格差原理を援用した二段階の規範的評価モデルを構築し，数値分析

を通して，共同消費財の生産量と住民の費用負担の組み合わせを適切に選択できることを示した． 

 

     Key Words : local transport plan, social choice, capability approach, level of public service, cost allo-
cation 

 

 

1. はじめに 

 

地方部を中心に，採算が取れなくなった路線バスの撤

退とそれを埋め合わせるため自治体による公共交通サー

ビスの提供がなされて久しい1)．地域の人々が地域公共

交通を利用するのは，目的地で何らかの活動や用事をす

るためであることがほとんどである．したがって，地域

公共交通の主たる役割は，移動を伴うこれらの活動や用

事の機会を人々に保障すること2)である．すなわち，地

域公共交通計画を策定する際には，どこにどのような交

通サービスを提供するのかという「結果」だけでなく，

交通により確保すべき活動の機会を明確にし，それを交

通サービスにより，誰にどこまで保障しうるのかを明確

にしておくことが本質的に重要である．そこで，本研究

では，交通計画に関わるさまざまな要因のうち「活動機

会」に焦点を絞り，ひとつの評価の考え方を提案する．

なお，交通計画は本来「下位計画」であり，土地利用計

画や都市計画，拠点配置計画，地域医療計画等の横位計

画と有機的に組み合わせて策定すべきものであるが11)，

本研究では議論の発散を避けるため，所与の環境下で公

共交通整備を行う状況を想定して論を進める． 

地域公共交通計画についてはBanister3)やGeurs et al.4)を始

めとする多くの研究の蓄積がある．実務における地域交

通計画は，住民の活動のニーズをいかに満たすかに着目

し行われてきたものが多い5)．しかし，過疎地域などの

公共交通サービス水準が低い地域では，住民はその環境

に適応し低めのニーズを形成する可能性があるため5)，

個人が達成しうる行動（～できること）や状態（～であ

ること），例えば買い物ができること，診療を受けられ

ることなどといった「活動機会」に着目すべきであると

考える．これらは客観的な状態であるため，個人間での

比較も可能である6)． 

公共交通サービスは，地域や路線毎に集合的に供給さ

れるサービスであり，サービス水準は地域全体で決めな

ければならない．そして公共交通計画の策定に際しては，

「活動機会の保障とそのための費用との組合せ」を「住

民が選択する」ことが重要であると考えられる2)．この

考え方に基づくと，住民の活動機会を保障し得る公共交
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通サービスを住民が適切に選択できるように，地域社会

が公共交通計画を策定する手法が必要である． 

喜多ら 7)や四辻ら 8)は活動機会の集合を潜在能力と位

置付け，その潜在能力から公共交通サービスを評価する

理論モデルを構築している．さらに，喜多ら 9)はこれを

実際の公共交通計画に援用するために再構築している．

また，これまでのモデルでは活動機会を獲得するための

予算については考慮されていなかったが，喜多ら 9)は住

民が費用負担を考慮しながら望ましい公共交通サービス

水準を決定するメカニズムをモデル化した．しかし，こ

のモデルでの潜在能力の評価は，達成可能な活動機会に

関する評価であり，潜在能力そのものである活動機会の

集合に関する評価ではなかった．  

喜多ら 10)では，複数の住民がバスサービスの費用を共

同負担することを念頭に置いた上で，活動機会の大きさ

を潜在能力アプローチにおける機能の達成度と捉え，個

人の財配分行動から 2種類の機能の達成度を求めている．

その 2種類の機能の達成度の組み合わせを評価する個人

評価関数から個人評価値を導出し，社会的評価関数から

得られる値が最大となる財の配分が最適な状態であると

しているが，その具体的な定式化はされていない． 

本研究では，地域公共交通の計画代替案を活動機会の

大きさに着目して評価し，最適な代替案を選択する手法

を構築する．そのため，計画代替案を実施することによ

り拡大する複数住民の潜在能力の集合を評価し，適切な

公共交通サービスの生産量とそのときの住民の負担額を

求めるモデルを構築する．次いで，後藤ら 12),13)の社会的

関係関数と格差原理に基づき最適な政策代替案を求める

手法を構築する．数値分析を通して，構築したモデルを

用いて潜在能力フロンティアを描き，適切な公共交通サ

ービスが選択できることを示す． 

 

 

2. 本研究の枠組み 

 

(1) 潜在能力に基づく代替案評価 

公共交通サービスは人々の日々の活動の基盤であり，

地域公共交通計画は公共交通サービスを整備することに

よって，より充実した活動の機会を確保する営みである．

したがって，その評価は，当該計画によって活動機会が

どれだけ拡大したかに着目してなされるべきである．こ

れは，「機能」という客観的な指標に着目し，機能の集

合を潜在能力としてこれを評価する「潜在能力アプロー

チ 6)」の考え方と通底する．機能とは人の様々な状態

（～であること）や行動（～できること）を指し，これ

は本研究における活動機会とほぼ同義といってよい．そ

こで，以下では潜在能力アプローチの枠組みを援用し，

政策代替案評価の枠組みを構築する． 

 

図-1  資源・資源利用能力と機能 

 

機能の達成水準は，機能を実現するための財（または

環境，時間，サービスなど）を意味する「資源」と，資

源を利用するための能力である「資源利用能力」により

規定される（図-1 参照)．例えば，バス停まで歩いて行

くことができれば（資源利用能力），バスという資源を

利用して中心地にある商店まで行き, また，自動車を運

転してくれる家族がいれば（資源利用能力），車を使っ

て商店に行き，買い物という機能を達成することができ

る，という考え方である．買い物や通院といった活動機

会を大きくするために利用できる資源はそれぞれ異なり，

個々人の資源利用能力には差異があるため，達成される

機能の種類や達成される程度が異なる．したがって，同

一の計画代替案であってもそれにより実現される活動機

会の大きさは個人により異なり，また，同じ個人であっ

ても機能の種類により異なる注1)． 

  

(2) 社会的関係関数と格差原理に基づく社会的評価 

次に，各政策代替案の下で得られる複数住民の潜在能

力を評価し，政策を序列づける社会的評価を形成する．

複数の政策代替案から社会的に最も望ましい状態をもた

らすものを選択する手続きである．このような手続きは

社会的選択理論として多くの研究が蓄積されている 14),15)． 

ロールズ 16)は，人々の受益する効用の総和を最大にす

る政策が最もよいと考えるような功利主義的社会倫理を

批判している．功利主義的社会倫理では，利益の最大化

のみに着目し，それがどのように分配されるかについて

は無関心である．全体の利益のためであれば少数者の不

利益を容認するため，社会ですでに恩恵を受けている

人々に多くの恩恵が行き，底辺の人々に対しては恩恵が

行かなくなるということが考えられる．そのような社会

的不公平をなくすためにロールズの第二原理において

「格差原理」を提唱している．格差原理とは，「社会で

最も不遇な立場に置かれている者が最も多く受益するこ

とが望ましい」という考え方である．なお，格差原理は

必ずしもパレート最適とはならないが，ロールズは格差

原理のもとでは，正義は効率を優先すると考えている． 

アロー14)は，個人間比較不可能な序数的選好を情報基

礎とする社会的厚生関数の下で，民主主義において一般

的と考えられる 4 つの条件を満たす社会的選択手続き
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図-2 本研究における代替案評価プロセス 

 

が存在しえないことを証明した．一方，後藤ら 12),13)は，

反射性と推移性を満たすものの完備性は必ずしも満たさ

ない個人間の比較を許容する社会的関係関数を提出し，

アローの一般可能性定理を緩めうる可能性を指摘してい

る．その基礎的な分析概念は「基本的潜在能力」である．

基本的潜在能力とは，社会がその構成員に最低限保障す

べき潜在能力の水準とされる．社会的関係関数は，ある

政策下で最も不遇となるものの潜在能力が基本的潜在能

力を満たすかどうかに着目し，複数の政策を序列づける

評価を形成する．なお，この評価は完備性を満たさない

ため，最適な政策が一意に得られるとは限らない． 

そこで，本研究では社会的関係関数と格差原理の考え

方を併せて用いることで社会的評価を形成することを試

みる．格差原理では社会構成員の潜在能力と基本的潜在

能力との乖離が最も小さくなる政策が最適であると考え

る．すなわち，基本的潜在能力を最も満たさない者の潜

在能力を最大化する政策をとる，という考え方である． 

 

(3) 代替案評価のプロセス 

上述した社会的評価に潜在能力に基づく代替案評価を

組み込み，政策代替案の評価プロセスとしてとりまとめ

たものが図-2である．次章では，このプロセスに沿って

モデル化を行う．なお，議論の見通しをよくするため，

2 人の個人から構成され，2 種類の機能に限定して議論

を進めるが，この簡単化は緩めることができる． 

 

 

3. 政策評価モデル 

 

(1) 対象とする社会 

本研究の対象は，公共交通サービス水準が低い過疎地

域とし，簡単のため，すべての住民は公共交通サービス 

 

図-3 個人 1, 2の予算制約式 

 

を利用して中心地区に出向き活動を行うものと仮定する．

住民は2つの機能を達成するものとし，公共交通サービ

スを利用して行う活動を機能1，その他のサービスを利

用して行う活動を機能2とする．公共交通サービスを共

同消費財，その他のサービスを私的財と呼ぶ． 

 ここでは個人 1，個人 2の 2人のみから構成される社

会を想定する．個人は自らの予算を，共同消費財と私的

財の生産費用に配分する．このとき，共同消費財の生産

費用は住民が共同で負担するものとするが，私的財は個

人で生産する． 

共同消費財と私的財は潜在能力アプローチにおける資

源と考える．ここで，機能 1の達成度は，共同消費財と

共同消費財に関する資源利用能力により規定され， 機

能 2の達成度は，私的財と私的財に関する資源利用能力

によって規定されるものとする．  

 

(2) 潜在能力フロンティアの導出 

個人 i (i=1,2)はそれぞれの予算ܫ௜を私的財費用ܿ௖௜と共同

消費財費用ܿ௚௜に配分する． 

ܿ௖௜ ൅ ܿ௚௜ ൌ  ௜ (1)ܫ

共同消費財は各人が共同で生産するため，共同消費財

総費用ܥ௚は各人の共同消費財費用の和として式(2)で，

個人 i の共同消費財費用ܿ௚௜は式(3)で表される．ここに，

௜は個人ߜ iの共同消費財総費用の負担率である． 
௚ܥ ൌ ܿ௚ଵ ൅ ܿ௚ଶ (2) 
ܿ௚௜ ൌ ௜ߜ ∙  ௚ (3)ܥ

私的財費用ܿ௖௜は予算から共同消費財費用を引いたもの 
ܿ௖௜ ൌ ௜ܫ െ ௜ߜ ∙  ௚ (4)ܥ

であり，このとき共同消費財総費用ܥ௚の取りうる範囲は

次式で表される． 

0 ൑ ௚ܥ ൑ minቆ
ଵܫ

ଵߜ
,

ଶܫ

1 െ ଵߜ
ቇ (5) 

また，共同消費財総費用ܥ௚と個人 i の私的財費用ܿ௖௜は，

それぞれの生産量ݔ௚，ݔ௖௜に依存する．ܥ௚൫ݔ௚൯を共同消

費財の費用関数，ܥ௖ሺݔ௖௜ሻを私的財の費用関数とすると，

各生産量はその逆関数を用いて以下の式で表される． 
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図-4 個人 1, 2の生産可能性フロンティア 

 

௚ݔ ൌ ௚ܥ
ିଵ൫ܥ௚൯ (6)

௖௜ݔ ൌ ௖ܥ
ିଵሺܿ௖௜ሻ (7)

このとき共同消費財生産量ݔ௚の取りうる領域は 

0 ൑ ௚ݔ ൑ min	൭ܥ௚
ିଵ ቆ

ଵܫ

ଵߜ
ቇ , ௚ܥ

ିଵ ቆ
ଶܫ

1 െ ଵߜ
ቇ൱ (8)

生産可能な 2財の組み合わせを軌跡として描いたもの

が図-4に示す生産可能性フロンティアܨ௣௜である．  

次に共同消費財生産量と私的財生産量を機能の達成度

に変換する．機能の達成度とは，さまざまな機能につい

て，その最大状態（必要なときに不足なくできる状態）

に対する現状の相対的な大きさを示す指標値である．共

同消費財生産量ݔ௚と共同消費財総費用の支払率ߜ௜が決

まると，私的財生産量ݔ௖௜が求まる． 

個人 iの機能 1の達成度݂௜ଵは，個人 iの共同消費財に

関する資源利用能力ܽ௚௜ と共同消費財生産量ݔ௚によって

規定され，個人 iの機能 2の達成度݂௜ଶは，私的財生産量

௖௜，私的財に関する資源利用能力ܽ௖௜によって規定されݔ

る．資源の量と（資源利用能力を介して実現する）機能

の達成度を関係づける達成度関数を，機能 1，機能 2 に

ついて以下のように定義する． 

݂௜ଵ ൌ ݂௜ଵሺܽ௚௜ , ௚ሻ (9)ݔ

݂௜ଶ ൌ ݂௜ଶ൫ܽ௖௜ , ,௚ݔ௖௜ሺݔ ௜ሻ൯ (10)ߜ

達成可能な 2つの機能の達成度の組み合わせの軌跡を，

本研究では潜在能力フロンティアと呼ぶ．個人 1, 2の潜

在能力フロンティアܨ௖௜は図-5のように描かれる． 

次に，式(8)を満たすある任意の共同消費財生産量を

௚ᇱ，個人ݔ iの共同消費財総費用の支払い率をߜ௜ᇱとする．

この組み合わせ൫ݔ௚ᇱ , ௜ᇱ൯が決まると，個人ߜ iの機能kの達

成度の組み合わせ(݂ଵଵᇱ, ݂ଵଶᇱ, ݂ଶଵᇱ, ݂ଶଶᇱሻが一意に定まる．

本研究では組み合わせ൫ݔ௚ᇱ , ௜ᇱ൯を政策と捉える．政策のߜ

下で求まる機能の達成度の組み合わせを評価することで，

複数の政策代替案を序列づける． 

 
図-5 潜在能力フロンティア 

 

 
図-6 社会的評価の枠組み 

 

次節では，社会的関係関数と格差原理を用いて，個人

i の機能 k の達成度の組み合わせ集合 ௜௞ᇱܨ ൌ

ሺ݂ଵଵᇱ, ݂ଵଶᇱ, ݂ଶଵᇱ, ݂ଶଶᇱሻから，適切な組み合わせを選ぶ方

法を述べる． 

 

(3) 社会的選好順序の導出 

以下では，社会的関係関数 13)と格差原理 16)を用い，政

策代替案の下で得られる個人 i (i=1,2)の機能 k (k=1,2)の達

成度の組み合わせ(݂ ଵଵ, ݂ଵଶ, ݂ଶଵ, ݂ଶଶሻを評価する（図-6）． 

まず，Gotoh .and Yoshihara 13) に基づき，社会的関係関数

の考え方を説明する．社会的関係関数とは，各政策下に 

おける「最も不遇な個人」を特定し，その個人の潜在能

力と基本的潜在能力を比較することで政策代替案を序列

付ける手続きである．ここで基本的潜在能力とは，社会

が最低限保障すべき潜在能力の水準とされる．また，

「最も不遇な個人」とは，ある政策の下で他のいかなる

個人の潜在能力をも優越することのない潜在能力をもつ

者である． 

ある政策ݔの下で実現する個人 i の潜在能力をܥ௜ሺݔሻで

表す．ܥ௜ሺ∙ሻは，代替的な政策を個人 i の潜在能力に変換

する「潜在能力関数」であり，ܥ௜ሺݔሻは政策ݔ下の個人 i

の機能 1 の達成度݂௜ଵ௫と機能 2 の達成度݂௜ଶ௫の組み合わ

せとして表される． 
ሻݔ௜ሺܥ ൌ ሺ݂௜ଵ௫, ݂௜ଶ௫ሻ (11)

各政策下で個人間の潜在能力を比較し，最も不遇な個

人を特定する．個々人の潜在能力は反射性と推移性を満

たすが必ずしも完備性を満たさない序数的な二項関係
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ሺ≿ሻの形式で査定されるとする． 

2つの潜在能力の関係性を表す二項関係≻および≿ の

考え方を，個人 i に着目して説明する．ある政策ݔ下の

個人 iの機能 kの達成度を݂௜௞௫，政策ݕ下のそれを݂௜௞௬と

する． 

[1] ݂௜ଵ௫ ൐ ݂௜ଵ௬ ，かつ ݂௜ଶ௫ ൐ ݂௜ଶ௬  である場合，

ሻݔ௜ሺܥ ≻  ．ሻݕ௜ሺܥ

[2]݂௜ଵ௫ ൐ ݂௜ଵ௬かつ݂௜ଶ௫ ൏ ݂௜ଶ௬，または，݂௜ଵ௫ ൏ ݂௜ଵ௬

かつ݂௜ଶ௫ ൐ ݂௜ଶ௬である場合，ܥ௜ሺݔሻ ≿ ，ሻでありݕ௜ሺܥ

かつܥ௜ሺݔሻ ≾  .ሻݕ௜ሺܥ

個人 i, j の集合をܰで表すと政策ݔ下の最も不遇な個人

の集合Lは以下の式で定義される． 

Lሺݔ;≿ሻ ≡ ൛݅ ∈ ܰห∄݆ ∈ ܰ: ሻݔ௜ሺܥ ≻ ሻൟ (12)ݔ௝ሺܥ

次に，最も不遇な個人の潜在能力と基本的潜在能力を

比較する．本研究では，機能毎に地域社会が最低限保障

すべき水準があるものとし，その組み合わせを「基本的

潜在能力」と考える．基本的潜在能力が保障する機能 k

の達成度を ଴݂
௞としたとき基本的潜在能力 BC は以下の式

で表される． 
ܥܤ ൌ ሺ ଴݂

ଵ, ଴݂
ଶሻ (13)

 
最も不遇な個人の潜在能力と基本的潜在能力の比較に

関しても，二項関係(≿)の形式で査定される．各政策代

替案で最も不遇な個人の潜在能力と基本的潜在能力の二

項関係により，政策は序列付けられる． 

このような代替的な政策を序列づける社会的評価を形

成するための条件は，[1]基本的潜在能力条件，[2]限定

された単調性条件，[3]リフレイン条件である．これら

の条件により，社会における異なる政策ݔ, 間の評価のݕ

二項関係ሺ∙ ܴ ∙,∙ ܲ ∙,∙ ܫ ∙ሻは次のように表される． 

「は少なくとも同じくらい正義に適っているݕとݔ」

であݕܴݔ	:ݕܲݔ	)「より正義に適っているݕはݔ」，(ݕܴݔ)

り，かつݔܴݕでない)，「ݔとݕは同じくらい正義に適っ

ている」(	:ݕܫݔ	ݕܴݔであり，かつݔܴݕ)． 

各条件について以下に示す． 

[1] 基本的潜在能力条件 

,ݔ について，A), C), D)のいずれか一つが成立するとݕ

きݕܴݔが成立し，B), C), D)のいずれか一つが成立すると

きݕܲݔが成立する． 

A) 全ての݅ ∈ ;ݔሺܮ ≿ሻについて，ܥ௜ሺݔሻ ≿ ，でありܥܤ

かつ，全てのj ∈ ܥܤሻについて≾;ݕሺܮ ≿  ．ሻݕ௝ሺܥ

B) （A のもとで）全ての݅ ∈ ;ݔሺܮ ≿ሻについて，

ሻݔ௜ሺܥ ≻ または，全ての݆，ܥܤ ∈ ሺݕ;≿ሻについて

ܥܤ ≻  ．ሻݕ௝ሺܥ

C) 全ての݅ ∈ ;ݔሺܮ ≿ሻについて，ܥ௜ሺݔሻ ≿ ，でありܥܤ

いくつかのj ∈ ܥܤሻについてൣ≾;ݕሺܮ ≿ ሻ൧でもݕ௝ሺܥ

ܥܤൣ ≾  ．ሻ൧でもないݕ௝ሺܥ

D) いくつかの݅ ∈ ;ݔሺܮ ≿ሻについて，ሾܥܤ ≿ ሻሿでݔ௜ሺܥ

もሾܥܤ ≾ ሻሿでもなく，全てのjݔ௜ሺܥ ∈ ሻに≾;ݕሺܮ

ついてܥܤ ≻  ．ሻݕ௝ሺܥ

[2] 限定された単調性条件 

,ݔ について，E)が成立し，かつ，全ての݅ݕ ∈ ሻ≾;ݔሺܮ

と全てのj ∈ ሻݔ௜ሺܥ，ሻについて≾;ݕሺܮ ≿ ሻが成立すݕ௝ሺܥ

るとき，ݕܴݔ. 

,ݔ について，E)が成立し，かつ，全ての݅ݕ ∈ ሻ≾;ݔሺܮ

と全てのj ∈ ሻݔ௜ሺܥ，ሻについて≾;ݕሺܮ ≻ ሻが成立すݕ௝ሺܥ

るとき，ݕܲݔ. 

E) 全ての݅ ∈ ԧܮ ሺݔ; ≿ ሻについて，ܥܤ ≻ ሻでݔ௜ሺܥ

あ り ， 全 て の ݆ ∈ ܮ ሺݕ;≿ ሻ に つ い て ，

ܥܤ ≻  ．ሻݕ௝ሺܥ

[3] リフレイン条件 

F) のとき，ݕܴܰݔ 

F) 全ての݅ ∈ ;ݔሺܮ ≿ሻについて，ܥ௜ሺݔሻ ≻ ，でありܥܤ

全ての݆ ∈ ሻݕ௝ሺܥ，ሻについて≾;ݕሺܮ ≻  ܥܤ

ただし，社会的関係関数のみに依拠する方法では，政

策（代替案）を整合的に（完備的ではないものの，推移

的に）評価できるものの，最適な政策が一意に定まると

は限らない．社会的関係関数の考え方によると，選ばれ

た政策の集合の要素をさらに序列付ける必要はないとさ

れるが，現実には実施される政策をひとつに絞り込む必

要がある．そのため，本研究では，さらに格差原理を用

いてより適切な政策を選択する方法を提案する．  

格差原理 16)は最も不遇な人の便益を最大化する政策が

望ましいとする考え方である． 本研究では格差原理の

考え方に基づき，社会構成員の潜在能力が基本的潜在能

力を下回る場合，それらの乖離が最も小さくなる政策が

最適であるとという基準を導入する．すなわち，基本的

潜在能力を最も満たさない者の潜在能力を最大化する政

策をとるという考え方である． 

上記の基準の具体的な考え方を以下に示す． 

「ある政策ݔ下における個人 i  (i=1,2)の機能 k  (k=1,2)の

達成度݂௜௞௫のうち，機能 kに関する基本的潜在能力 ଴݂
௞と

の乖離が最も大きい個人 i・機能 k の組み合わせ」を特

定し，その乖離を最小化するような政策を選ぶ．ある政

策ݔにおける個人 iの機能 kの達成度݂௜௞௫と，機能 kに関

する基本的潜在能力 ଴݂
௞の差をݎ௜௞௫とする．この差を「基

本的潜在能力との乖離」と呼ぶ．なお， ଴݂
௞の値は個人

間，政策間では共通である．ݎ௜௞௫は以下の式で表される． 
 

௜௞௫ݎ ൌ ଴݂
௞െ݂௜௞௫ (14)

ある政策ݔ下において，基本的潜在能力との乖離ݎ௜௞௫

の最大値ݎ௫を求める． 
௫ݎ ൌ max

௜ሺ௜ୀଵ,ଶሻ
ሺ max
௞ሺ௞ୀଵ,ଶሻ

	ሺݎ௜௞௫ሻሻ (15)
 
このとき，ݎ௫が最も小さくなる政策，すなわち社会

的関係関数により絞り込まれた政策が最適な政策ݔ∗と
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考える．ܺは存在する政策の集合を表す． 

∗ݔ ൌ argmin
௫
ሺݎ௫|ݔ ∈ ܺሻ (16)

 

 

4. 数値分析 

 

本章では前章で示したモデルを用いて適切な政策（共

同消費財生産量と支払い率の組み合わせ）を選べること

を示すために数値分析を行う． 

本研究の対象は，公共交通サービス水準が低い過疎地

域である．公共交通計画を策定する際，住民は負担する

費用を考慮しながら公共交通サービス水準を選択する． 

個人は自らの予算を，共同消費財と私的財の生産費用

に配分する．共同消費財はバスの便数，私的財はバスを

利用して出向く商店や通信販売で購入する商品と考える．

このとき，共同消費財の生産費用は住民が費用を共同で

負担するものとするが，私的財は個人で生産する． 

共同消費財に関する資源利用能力は個人の外出可能時

間，私的財に関する資源利用能力は商品探索能力とする．

商品探索能力とは，商店でお買い得品を見つけたり，通

販等でより上質な商品を購入する能力である． 

ここで，機能 1の達成度は，共同消費財の生産量と共

同消費財に関する資源利用能力により規定される．機能

1 の達成度は「活動場所への行きやすさ」を表すもので

ある．ここでは，活動場所で買い物・医療などに充てる

費用はここでは考えない． 

機能 2の達成度は，私的財と私的財に関する資源利用

能力を用いた「どの程度の質の活動ができるか」の 2つ

で構成されるとする．求めた機能の達成度の組み合わせ

は潜在能力と考える． 

 以下では数個の代替案の中から適切な公共交通サー

ビスが選ばれることを示す 

 

(1) 関数形の特定 

機能の達成度関数݂௜は，以下のように仮定する． 

݂௜ଵ ൌ 1 െ expቆെ
௚ݔ ∙ ܽ௚௜

௚෦ݔ
ቇ (17)

௚෦：機能1の達成度が十分であるときの共同消費財ݔ

の生産量 

私的財を用いた機能の達成度についても同様である． 

݂௜ଶ ൌ 1 െ expቆെ
௖௜௞ݔ ∙ ܽ௖௜

௖෪ݔ
ቇ (18)

௖෪：機能ݔ 2の達成度が十分であるときの私的財の生

産量 

費用関数は݌௚, ௖を財1単位あたりの費用とし，以下の݌

ように仮定する． 

ܿ௚ ൌ ௚൯ݔ௚൫ܥ ൌ ௚݌ ∙ ௚ (19)ݔ

 

表-1 数値分析の設定 

予算ܫଵ 10000 
予算ܫଶ 10000 
資源利用能力ሺܽ௚ଵ, ܽ௖ଵሻ (0.3,0.3) 
資源利用能力ሺܽ௚ଶ, ܽ௖ଶሻ (0.4,0.4) 

達成度が十分であるときの共同消

費財の生産量ݔ௚෦ 
30 

機能 k の達成度が十分であるとき

の私的財の生産量（ݔ௖ଵ෪,  ௖ଶ෪ሻݔ
(10,10) 

共同消費財 1単位あたりの費用݌௚ 400 

私的財 1単位あたりの費用݌௖ 1000 

 
表-2 支払い率の代替案の設定 

支払い率代替案 1 ሺߜଵ, ଶሻߜ ൌ ሺ0.3,0.7ሻ 
支払い率代替案 2 ሺߜଵ, ଶሻߜ ൌ ሺ0.4,0.6ሻ 

 
表-3 共同消費財生産量の代替案 

共同消費財生産量代替案 1 5 

共同消費財生産量代替案 2 10 

 

ܿ௖ ൌ ௖ሻݔ௖ሺܥ ൌ ௖݌ ∙ ௖ (20)ݔ

 

(2) パラメータと代替案の設定 

いくつかの代替案を設定し，その下で適切な政策（共

同消費財生産量と支払い率の組み合わせ）が選べること

を示す．数値設定と代替案の設定は以下のようにした． 

バスの路線距離は 1km とする．式(19)における共同消

費財 1単位あたりの費用 pgは，国土交通省から公表され

ている平成 26 年度乗合バス事業標準原価（実車走行キ

ロ当たり輸送原価）の全国平均値 14) 438.48 円/km を参考

に 400 円/便とした．同様に，式(20)における私的財 1 単

位あたりの費用 pcは 1 回の買い物や受診の費用とし，

1,000円/回とする．予算は個人 1,2ともに同額（10,000円/

日）であるが，資源利用能力は個人により異なる場合を

想定し，個人 1より個人 2の方がやや高いものとして設

定する．式(17)，式(18)における，共同消費財を用いた機

能の達成度が十分であるときの共同消費財の生産量ݔ௚෦

は 30，私的財を用いた機能の達成度が十分であるとき

の私的財の生産量ݔ௖ଵ෪, ௖ଶ෪はݔ 10とした． 

支払い率代替案と共同消費財生産量代替案の組み合わ

せが「政策」であると考える．支払い率代替案 1と共同

消費財生産量代替案 1の組み合わせを政策ݔ௔，支払い率

代替案 1と共同消費財生産量代替案 2の組み合わせを政

策ݔ௕，支払い率代替案 2と共同消費財生産量代替案 1の

組み合わせを政策ݔ௖，支払い率代替案 2と共同消費財生

産量代替案 2の組み合わせを政策ݔௗと呼ぶこととする． 

このとき，各政策下における個人 1, 2 の潜在能力は表-4

に示す値となった． 

以下，3 章で示したモデルに従って政策を順序づける． 
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表-4 評価結果 

個人 政策 潜在能力 

௔ሻݔଵሺܥ ܽݔ 1 ൌ ሺ݂ଵଵ௫ೌ, ݂ଵଶ௫ೌሻ ൌ ሺ0.049,0.245ሻ 

௔ሻݔଶሺܥ ܽݔ 2 ൌ ሺ݂ଶଵ௫ೌ, ݂ଶଶ௫ೌሻ ൌ ሺ0.064,0.291ሻ 

௕ሻݔଵሺܥ ܾݔ 1 ൌ ሺ݂ଵଵ௫್, ݂ଵଶ௫್ሻ ൌ ሺ0.095,0.232ሻ 

௕ሻݔଶሺܥ ܾݔ 2 ൌ ሺ݂ଶଵ௫್, ݂ଶଶ௫್ሻ ൌ ሺ0.125,0.250ሻ 

௖ሻݔଵሺܥ ܿݔ 1 ൌ ሺ݂ଵଵ௫೎, ݂ଵଶ௫೎ሻ ൌ ሺ0.049,0.241ሻ 

௖ሻݔଶሺܥ ܿݔ 2 ൌ ሺ݂ଶଵ௫೎, ݂ଶଶ௫೎ሻ ൌ ሺ0.064,0.297ሻ 

ௗሻݔଵሺܥ ݀ݔ 1 ൌ ሺ݂ଵଵ௫೏, ݂ଵଶ௫೏ሻ ൌ ሺ0.095,0.223ሻ 

ௗሻݔଶሺܥ ݀ݔ 2 ൌ ሺ݂ଶଵ௫೏, ݂ଶଶ௫೏ሻ ൌ ሺ0.125,0.262ሻ 

 

 

まず，各政策下における「最も不遇な人々」を特定する．

政策下における最も不遇なものは，他のいかなる個人の

潜在能力を優越することのない潜在能力をもつ個々人で

あり，式(12)で定義される． 

政策ݔ௔において， ݂ ଶଵ௫ೌ ൐ ݂ଵଵ௫ೌかつ݂ଶଶ௫ೌ ൐ ݂ଵଶ௫ೌで

あるため，個人 1が最も不遇な個人である． 

政策ݔ௕において，݂ଶଵ௫್ ൐ ݂ଵଵ௫್かつ݂ଶଶ௫್ ൐ ݂ଵଶ௫್で

あるため，個人 1が最も不遇な個人である． 

政策ݔ௖において， ݂ ଶଵ௫೎ ൐ ݂ଵଵ௫೎かつ݂ଶଶ௫೎ ൐ ݂ଵଶ௫೎で

あるため，個人 1が最も不遇な個人である． 

政策ݔௗにおいて， ݂ଶଵ௫೏ ൐ ݂ଵଵ௫೏かつ݂ଶଶ௫೏ ൐ ݂ଵଶ௫೏

であるため，個人 1が最も不遇な個人である． 

次に個人 1の潜在能力と基本的潜在能力を比較する．

ここでは，基本的潜在能力 BC を以下のように設定し，

その下で形成される社会的評価を示す． 

ܥܤ ൌ ሺ ଴݂
ଵ, ଴݂

ଶሻ=(0.050，0.250) (21) 

଴݂
௞：最低限保障すべき機能 kの達成度 

表-4より，政策ݔ௕と政策ݔௗでは，個人 1の機能 1の達

成度と機能 2 の達成度の両方が基本的潜在能力ሺ ଴݂
ଵ, ଴݂

ଶሻ

を上回っていることが分かる．また，政策ݔ௔と政策ݔ௖
では，個人 1の機能 2の達成度は基本的潜在能力より大

きいが，機能 1の達成度は基本的潜在能力より小さい．

各政策下の個人 1の機能の達成度の組み合わせと基本的

潜在能力の関係を，2 つの潜在能力の関係性を表す

二項関係を用いて以下に示す． 
௔ሻݔଵሺܥ ∼  ܥܤ

௕ሻݔଵሺܥ ≻  ܥܤ

௖ሻݔଵሺܥ ∼  ܥܤ

ௗሻݔଵሺܥ	 ≻  ܥܤ

次に各政策を基本的潜在能力条件，限定された単調性

条件，リフレイン条件により順序づける． 

政策ݔ௔と政策ݔ௕を比較すると，基本的潜在能力-B)よ

り，政策ݔ௕の方が望ましい． 
ሺݔ௕ሻܲሺݔ௔ሻ (22)

政策ݔ௔と政策ݔ௖を比較すると，基本的潜在能力-A)よ

り，政策ݔ௔と政策ݔ௖は同じくらいと評価される． 

ሺݔ௔ሻܴሺݔ௖ሻかつሺݔ௖ሻܴሺݔ௔ሻ (23) 

政策ݔ௔と政策ݔௗを比較すると基本的潜在能力-B より，

政策ݔௗは政策ݔ௔よりも望ましい． 
ሺݔௗሻܲሺݔ௔ሻ (24)

政策ݔ௕と政策ݔ௖を比較すると基本的潜在能力-B より，

政策ݔ௕は政策ݔ௖よりも望ましい． 
ሺݔ௕ሻܲሺݔ௖ሻ (25)

政策ݔ௕と政策ݔௗを比較すると，リフレイン条件より，

順序付けはなされない． 
ሺݔ௕ሻܴܰሺݔௗሻ (26)

政策ݔ௖と政策ݔௗを比較すると，基本的潜在能力-B)よ

り，政策ݔௗの方が望ましい． 
ሺݔௗሻܲሺݔ௖ሻ (27)

以上の手順により政策ݔ௕と政策ݔௗは，政策ݔ௔と政策

 ．௖よりも望ましい政策であるという結果となったݔ

次に格差原理を用いて，絞り込まれた政策ݔ௕と政策

 ．ௗを比順序づけるݔ

政策ݔ௕における個人 i (i=1,2)の機能 k (k=1,2)の達成度

݂௜௞௫್のうち，機能 k に関する基本的潜在能力 ଴݂
௞との乖

離が最も大きい個人i・機能kの組み合わせを特定する．

政策ݔ௕における個人 iの機能 kの達成度݂௜௞௫್と，機能 k

に関する基本的潜在能力 ଴݂
௞の差ݎ௜௞௫್を式(14)より求める． 

 
ܾݔଵଵݎ ൌ ଴݂

ଵെ݂ଵଵܾݔ ൌ 0.050 െ 0.095 ൌ െ0.045 (28)

ܾݔଵଶݎ ൌ ଴݂
ଶെ݂ଵଶܾݔ ൌ 0.250 െ 0.232 ൌ 0.018 (29)

ܾݔଶଵݎ ൌ ଴݂
ଵെ݂ଶଵܾݔ ൌ 0.050 െ 0.125 ൌ െ0.075 (30)

ܾݔଶଶݎ ൌ ଴݂
ଶെ݂ଶଶܾݔ ൌ 0.250 െ 0.250 ൌ 0 (31)

 
政策ݔ௕下において，BC との乖離ݎ௜௞௫್の最大値ݎ௫್を

求める． 
ܾݔݎ ൌ max

௜ሺ௜ୀଵ,ଶሻ
ሺ max
௞ሺ௞ୀଵ,ଶሻ

ሺݎ௜௞ܾݔሻሻ=0.018 

同様にݎ௫೏を求めると以下のようになる． 
݀ݔݎ ൌ max

௜ሺ௜ୀଵ,ଶሻ
ሺ max
௞ሺ௞ୀଵ,ଶሻ

ሺݎ௜௞݀ݔሻሻ=0.027 

 このとき， 

argmin
௫
ሺݎ௫|ݔ ∈ ,௕ݔ ௗሻݔ ൌ  ௕ݔ

これより政策ݔ௕が望ましい政策であるという結果が

得られた． 

以上のように，限定的な条件の下ではあるが，本研究

で提案したモデルを用いて，最も恵まれない者の活動機

会が基本的潜在能力を下回らないような代替案が選択さ

れるような社会的評価が形成される． 

 

 

5. おわりに 

 

本研究では複数住民の潜在能力から，公共交通サービ 

スの生産量とそのための住民の費用負担を選択するモデ 
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ルを構築した．先行研究では，複数住民の潜在能力フロ

ンティアの描き方が明確に示されていなかったこと，複

数住民の潜在能力に基づき政策代替案を選ぶための社会

的評価法が具体的でなかったことなどの課題が残されて

いたが，本研究では，共同消費財の生産量と住民の費用

負担の組み合わせを政策と考え，政策下で得られる複数

住民の潜在能力を評価することで適切な代替案を選択す

るためのモデルを構築し，社会的関係関数と格差原理に

基づく社会的評価モデルを介して，基本的潜在能力を最

も満たさない者の潜在能力を最大化する代替案を見出す

方法を提案した．また，数値分析を行い，モデルを用い

て政策代替案が適切に順序付けられることを示した． 

 上記の手法は，社会的関係関数および格差原理という

特定の価値観に依拠した手法であるため，他のさまざま

な価値観に対するモデルを構築することも必要と考える．

現実には，功利主義的判断と格差原理的判断の間でさい

なまれるといったように，個人が複数の価値観を有して

いる場合が少なからずあり，また，さまざまな価値観を

有する住民が地域社会を形成していることが，むしろ一

般的である．モデルが示す解は与えられた条件や依拠す

る価値観により異なるものであり，価値観の差異が代替

案選定に及ぼす影響を知ることは住民の理解を深めるも

のと推察する．また，計画の策定に当たってはもとより

活動機会以外にも多くの要因を考慮する必要があるが，

「活動機会の大きさ」という定量的な情報をマップ上に

表示するなどにより，個々の代替案が誰にどのような結

果をもたすかを比較対照することができ，各自が有する

「価値観」や「規範」をよすがに議論を整理し，現実社

会におけるより円滑な社会的選択を行うための参考情報

になるものと考えている． 

 なお，数値分析は資源，資源利用能力，代替案の設定

など，限定された数値設定のもとでしか行っていないた

め，さまざまな条件設定の下でどのような社会的評価が

形成されるかを確認する必要がある．これらはいずれも

今後の課題としたい．  

 

謝辞：本研究は，科学研究費補助金事業（基盤研究(A)， 

課題番号：25249071，研究代表者：喜多秀行）の一部と

して実施したものである．記して謝意を表したい． 

 

補注 

注1)「資源」と「資源利用能力」は，“外部からの提供 

の可否”で区別する場合が多いが，先決的に定ま

っているものではなく，例えば，バスという「資

源」を利用するためにバス停まで歩行する能力は

「資源移動能力」といえるが，それを補うための

シニアカー(提供可能)は「資源」，シニアカーを運

転する能力は「資源利用能力」といえる．このよ

うに，「資源」と「資源移動能力」は階層構造を

有していると捉えるべきと著者らは考えており17)，

具体的局面で文脈に即するよう位置づける，とい

う理解が現在の潜在能力理論研究における大方の

認識である． 
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A NORMATIVE EVALUATION MODEL FOR SELECTING LOCAL TRANSPORT 
SERVICE BASED ON THE LEVEL OF ACTIVITY OPPORTUNITY 

 
Hideyuki KITA, Kohei TSUJI, Satoru KOMODA and Hirofumi YOTSUTSUJI 

 
In planning local transport plan, it is essential that the local community select a combination of secured 

activity opportunity supported by local transport and the burden of operation cost to maintain the service. 
This study aims to develop a model to select the best planning alternative, which secure the basic level of 
activity opportunity to the resident of the lowest level of activity opportunity. The model consists of two 
part. The first part draws the capability frontier from budget constraints and functions of functioning, and 
the second part selects the best alternative based on social relation function and Rawls’ difference principle. 
Numerical examples show that the model successfully select the best alternative under the designated con-
ditions. 
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